
「千鳥ヶ淵戦没者墓苑拝礼式」 

 

令和元年 5月 27日、千鳥ヶ淵戦没者墓苑にて拝礼式が挙行されました。 

令和の時代にふさわしく皇族方のご臨席は若い眞子親王殿下をお迎えして式は始まりました。 

先ず参列者全員で黙祷、国歌斉唱、厚生労働大臣の式辞、同大臣による納骨。次に 

眞子内親王殿下が御拝礼になり参列者一同が同時に拝礼を行う 

この後献花、内閣総理大臣、遺族代表、関係国駐日大使、衆議院議長、参議院議長、衆議院厚生労働委員長、 

参議院厚生労働委員長、外務大臣、環境大臣、防衛大臣、各政党代表、各関係団体代表、最後に厚生労働大臣 

が花を献じて式典は滞りなく終了しました。 

本日は 925柱が納骨されました。既に納骨された御遺骨と合わせると 37万 69柱となります。 

当会からの参列者は、米林美智子、星野綾子、佐藤知子、高林芳夫の 4名でした。 

 

 

 


